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 要  旨 
e-Learning とはパソコンやネットワークなどを利用して教育を行なう事である。e-Learning は、非同期型
e-Learning と同期型 e-Learning に分類される。非同期型とはサーバーに蓄積された学習コンテンツ手元のパソ
コンで閲覧する学習方法である。教材の再利用や学習時間の自由度が高いが、リアルタイムで指導者とコミュニ
ケーション行う事ができない。一方、同期型とは動画や音声を相互配信するシステムを用いて、遠隔地を結び、
教員や学習者が一緒に学習を行うものである。参加者が同期して学習に参加する必要がある為、学習時間が制限
されてしまう。今後は同期型/非同期型を組み合わせたブレンディング型 e-Learning を行い、双方のメリットを
活かした学習環境を提供していく必要があるとされる。また、ネットコンテンツ・利用者数の増加、利用者年齢
の低年齢化が進んでいる高度情報化社会の中で、メディア・リテラシー習得は急務である。動画リテラシーを習
得した人間であれば、様々なメディアに応用できる。メディア・リテラシーを学ぶ上で、編集や制作を取り入れ
る事は重要である。しかし、現在の動画編集に関する教育システムは専門的な教育機関以外では貧弱であり、同
期型と非同期型を組み合わせた e-Learning によって多くの人々に効率的に教育を行う事が望まれる。 
 本研究では、動画リテラシー向上の為、デスクトップ共有しながら実習演習ができる動画編集用ブレンディン
グ型 e-Learning システムの開発を行う。動画リテラシーは自然に身に付くものではない。動画編集が動画の意味
を作る上で大きな役割を果たしており、動画リテラシー習得において最も有効な手段である。非同期型による個
別学習に加え、同期型デスクトップ共有による指導者デモンストレーションによって動画リテラシー習得に最適
な e-Learning の構築を目指す。 
 非同期型による個別学習と同期型によるデスクトップ共有を切り替えながら学習を深める e-Learning システ
ムを Flash で作成し、ブラウザ上で利用できるようにする。非共有モードならば、いつでも、どこからでも動画
編集を実習する事ができる。共有モードならば、指導者の編集デモンストレーションが学習者側画面に表示され
るようにする。 
 これまでの e-Learning は同期型もしくは非同期型に特化したものが多く、同期型と非同期型を組み合わせた
e-Learning は数少なかった。本システムでは共有モードの参加状況を把握でき、学習者が同期/非同期の選択がで
きる。また、これまで非同期型の動画編集システムは数多く存在しているが、本システムのような同期型で指導
者が学習者を手取り足取り教えるような動画編集システムはこれまでに存在してない。 
 以上の理由から非同期型に加えて、同期型による指導者デモンストレーションや学習者実習などの導入を図る
事で動画編集に最適な e-Learning システムの構築に成功のではないかと考える。 
 
